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平成２２年８月２３日

生徒指導研修会

１．学習規律とは

○学習内容

○学習方法 → １時間の授業においてこの３つを指導しなければならない

○学習規律

学習規律

○チャイム席

○忘れ物 学年のはじめに実現しておかなければならない項目

○構え（ゾーン）

○号令

○注目して聴く

○発表できる（スキル）

○黒板で発表できる

○ペアやグループでの話し合いができる

２．学習規律を定着させるための教師のスキル

（おきまりのセリフ）

生徒に２本の矢を放つ → １本目の矢 → ２本目の矢 ・ちゃんとせれ

・良いクラスにしようなど

（１本目の矢）

① 教室などの閉鎖的空間で一人の生徒が毒（大声）をはくと周りの生徒も毒をはきだし

教室全体が毒で汚染（ガヤガヤ状態）される。すると、毒をはけない生徒（静かな）は

その空間にいられなくなる。心理的酸素が必要

② 同質（考えが同じ）

異質 広がる

（考えが違う）

深まる

③ みんなの視線

３．クラスの基盤

クラスの基盤がしっかりできると生徒は学校の活動に素直かつ積極的に参加するよう

になる。体育祭や合唱コンクールなどの学校行事が成功するだけでなく、より質の高い

ものになる。
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◎よく耳にする分からない用語

グループワークトレーニング（ ）GWT

人間関係づくりのトレーニング

グループエンカウンター

エンカウンターとは「出会い」という意味。少人数４～６人のグループでいろいろなゲ

ームやエクササイズ、話し合いをすることによって新しい自分と出会い、新しい仲間と出

会う。その中で自己理解、他者理解、自己主張、他者受容を目指すものである。

ソーシャルスキルトレーニング（ ）SST

コミュニケーション能力を高めることで、困難を解決する取り組み

間違ったトレーニングでソーシャルスキルを身につけているのであれば、正しくトレー

ニングし直せばよい。

アサーショントレーニング

自分・相手の人権（アサーティブ権）を尊重した上で、自分の意見や気持ちをその場に

適切な言い方や振る舞いで表現できるようにするトレーニングである。


